
ハイクカム SP2/LT4Gのハウジング（ボディ）
旧ハウジングから新ハウジングへの改良点

①電源ポート

旧ハウジングは外部電源ポート使用時にカメラ本体の前後が開閉しないため、
一度電源ケーブルを抜いて開閉する必要がありました。

新ハウジングはハウジング側に電源ポートを設置し、開閉時に抜く必要がなくなり、
干渉しない仕様となっています。

■この度、ハイクカム SP2/LT4Gのハウジングが改良され、
より使用しやすい形となりました。主な改良点は以下の通りです。

【ご注意】防水キャップ・セキュリティボックスの使用について
新ハウジングへの変更に伴い、防水キャップ・セキュリティボックスも新タイプになりまし
た。新ハウジングのハイクカム SP2/LT4Gには新ハウジング対応のハイク防水キャッ
プ・セキュリティボックスをご使用ください。
(旧)カメラ本体 + (旧)防水キャップ・セキュリティボックス → 〇
(新)カメラ本体 + (新)防水キャップ・セキュリティボックス → 〇
(旧)カメラ本体 + (新)防水キャップ・セキュリティボックス → ×
(新)カメラ本体 + (旧)防水キャップ・セキュリティボックス → ×



②バッテリーケース
従来のスプリングタイプの接触パーツを板バネタイプに変更し、
取り付けやすく、取り外しやすくなりました。

③カメラネジ
カメラ下部に加え、背面にもカメラネジが搭載されました。

設置する現場によってはカメラブラケットの角度調整が難しい場合や、三脚使
用時に自由雲台を倒して設置する必要がある場合など様々な現場環境で、
2つのネジ穴を選択できるようになりました。


